
今月の読み物

無理のクマさん

株式会社榎戸材木店
会 長 　 榎 戸 正 人

　大阪万博が終わったのち、あのシンボルの大屋根リングは、万博が閉会したら取り壊して木材として
の再利用をするという事でしたが、あの壮大で立派な建物を解体してしまうのはもったいない、移設し
て展示物として残せないかという意見も出ているようです。
　気持ちはわかりますが、会期中の半年間持てばよいとの考えで建てたものを長期の展示に耐えうるよ
うにするためには、解体した木材 1本 1本に防腐処理をしなくてはなりません。解体して移設するだけ
でも大変な費用が掛かるのに、そこまでして引き受ける自治体があるかどうか……結局、一部だけは保
存する方向で検討されているようですが。
　構造的に丈夫だからと言って、耐久性があるわけではありません。腐り始めれば、確実に強度は落ち、
見た目も悪くなります。公共建築などにも木材が使用されるようになってきたことは有難いことですが、
設計者もゼネコンも木材についての知識が足りません。間違えた使い方をされると、むしろ木材の評判
を下げることにもつながりかねません。
　著名な設計者、建築家の隈研吾氏は木が好きで、建築する建物に積極的に木材を使用してくれる、木
材業界にとっては強い味方です。国立競技場にも、全国各地の木材産地の木を集めて、使用して下さい
ました。その他にも都市部の人の目につきやすい建物に木材を多用した設計で、大きな木材PR効果を
発揮してくれています。
　しかし……もしその木材が腐り始めたら、どうなるでしょうか？木材にとって、マイナスのイメージ
を与えることとなります。それを隈研吾氏はやってしまった……20数年前に栃木県の那珂川町に「馬頭
広重美術館」という建物の設計・施工監修を依頼された隈氏は、建物の屋根材にまで木材を使いたいと、
「遠赤外線を使用して木材の導管内の水分を抜き取り、ホウ酸塩とリン酸塩を注入」して不燃材の認可を
取り、外壁だけではなく屋根にまで木材を使用した建物を建築しました。建てた当時はその白木の美し
さで高い評価を得て、見学者も絶えませんでした
が、建物を見た建築・設計関係者は「隈さん、やっ
ちゃったね……」と陰で囁いていたそうです。
　そしてそれから20年ほどで、彼らの心配は現実
のものとなり、築20年どころか200年経って放置さ
れた古民家のように屋根も外壁も朽ち果てて、見
るも無残な姿になりました。
　カッコ書きで書いたように「遠赤外線を使用し
て木材の導管内の水分を抜き取り、ホウ酸塩とリ
ン酸塩を注入」すれば、非常に高い不燃効果は得
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今月の読み物

毛の話

株式会社美濃佐商店
渡辺　義秋（第 2班）

　ミノサの社長が毛の話なんて、また助平な話なのだろうと誤解されそうですが、今回の毛の話は材木
屋の肩の毛のはなしです。
　昔から材木屋は材木を肩で担ぐので、肩の皮膚が刺激されて、毛が生えて来ました。小生が材木屋に
入った50年位前の頃は肩に毛が生えないと一人前じゃないと言われたものです。それどころか、「肩に毛
が生えているうちは、まだまだ半人前だ。生えた毛が擦り切れてしまって無くならないと、一人前と言
えない。」などと、脅かされたものです。
　昔は材木屋連中で旅行に行って温泉に入り、洗い場に並んで座ると、皆右肩に毛が生えているので、
「この御一行様は何の団体なのだろうか？」と言われたなんて言う神話も有るくらいです。
　小生も材木屋になって50年。若い頃は結構担いだので、右肩には毛が生えています。こうなるのだっ
たら、頭で材木を担いでいたら、ハゲにならなかったのにと後悔しています。肩で材木を担いで商売に
ハゲんだから、ハゲになったと自分を慰めています。
　それにしてもなぜ脇の下には毛が生えているのでしょうか？
　なんて段々、話が怪しくなって来るのでこの辺でお仕舞にしたいと思います。

東京木材問屋協同組合　20年のあゆみより抜粋
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られます。しかし、防腐効果はほとんど期待でき
ません。隈氏は高度な不燃処理をすれば、同時に
高い防腐効果が得られると勘違いしていたようで
す。
　20数年前、隈研吾氏は自身の設計に木材を多用
することで個性を出そうと考えたのか、公共の大
型建築を始め、様々なコンペに外観、内装に木材
を多用した建物をエントリーし、注目を集めまし
た。内装はともかく、外部から見える部分に木材
を使用するにはガラスで覆った内側に柱や梁を見
えるように配置するなど、雨風にさらされる外部
にそのまま木材を使用するのはリスクが高いとい
う事は建築・設計業界では常識だったので、外部
にそのまま木材を使用した隈氏の建物はデザイン
面などでは高い評価を受けたものの、耐久性には
疑問が持たれていたのです。
　補修、建て直しには 3億円近い資金が必要だと
の見積もりに、町は頭を抱えているそうですが、
裁判に訴えれば民法の規定で、築20年足らずで朽
ち果てるような建物を建てた責任は追及されるこ
とになるでしょう。無理な建物を建てたクマさんは、森の中に逃げ込むことになるのでしょうか？さす
がに逃げずに責任を持って補修するとのことで、現在、町と改修計画を立てているようですが、費用も
全て隈設計事務所が負担するのかは公表されていません。まぁ、 3億円では足らないでしょうね。
　特に屋根の部分は全面的に造り直さなくてはならないでしょうから、それだけでも大変な費用が掛か
ります。今度はさすがに加圧注入の防腐処理をするでしょうが、それでも10年か15年に 1度は再塗装す
る必要があります。公共建築は建てる費用は予算計上しても、維持費は考えていないケースが多いので、
不安です。
　大学の建築学部でも木造建築や木材のことは殆ど教えられていませんので、木を愛する建築家が木に
詳しいわけではありません。それをフォローするのが木の専門家である木材業者なのですが、材木屋も
木の知識が十分とは言えませんからねぇ……ちゃんとしたアドバイスが出来るかどうか、疑問ではあり
ます。
　かつて、林材新聞にコラムを連載していた時、「木材業者は木のソムリエにならなくてはいけない」と
書きましたが、美味しいワインは飲んでもソムリエになろうと言う人は少ないですね。注文されたもの
を、ただ納めて金を貰う材木屋にはなりたくありませんが、商売である以上、仕方がないのでしよう 
か……
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